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淋菌・クラミジア感染症の治療と予防

 シンポジウム 5：増加する STIへの診療戦略 

淋菌・クラミジア感染症の治療と蔓延防止戦略
労働者健康安全機構　中国労災病院　腎泌尿器外科

小 林 加 直＊

抄録：
　淋菌・クラミジア感染症は，診断法および治療法が確立しているにもかかわらず，その蔓延を食い止め
られていない。本稿では，抗菌薬耐性の問題，スクリーニングの重要性，性感染症（STI）の予防に焦点を
当てる。診療戦略として，若年者への教育および啓発活動は治療効果向上と蔓延防止を図るうえで不可欠
である。 （西日泌尿．87 : 154-155, 2025）
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　淋菌およびクラミジア感染症は，STIの中で発生頻度
が高く，2020 年以降は再度増加傾向にあり 1)，特に若
年者の増加が著しい。適切な診断・治療により治癒可能
だが，薬剤耐性菌の出現や無症候性感染者の存在が，問
題を一層複雑化させている。本稿では，これら STIの
現状と課題，ならびに今後の展望について論じる。
　淋菌感染症は，耐性株の蔓延とともに治療薬が変更さ
れてきた歴史をもつ（図 1)2)。近年は，推奨薬セフトリ
アキソンの耐性株が国内外より報告され 3)，WHOの薬
剤耐性菌プライオリティーリストで，淋菌は「高い優先
度」に位置づけられている。また，クラミジア感染症で
は，アジスロマイシン非感受性株が増加し，治療選択肢
の制限が危惧されている 4)。薬剤耐性菌を抑制するため
には，クリニックでも導入可能な迅速診断技術（Point 
of care testing：POCT）の開発が待たれる。POCTを
使用して治療開始時に薬剤耐性情報を把握できれば，既
存薬の有効活用が可能となる。しかし，POCTの実用
化までは時間がかかるため，その間は推奨薬を耐性化さ
せないように使用することが必要である。このため，耐
性菌の動向を監視する薬剤感受性サーベイランスの継続
が不可欠で，その時点での有効な薬剤選択が重要である
3, 4)。
　淋菌の咽頭感染は無症候が多く，感染拡大の要因とな
る。セフトリアキソンの代替薬であるスペクチノマイシ
ンは淋菌性咽頭炎には無効であることに注意が必要であ
る。一方，クラミジア感染症は，未診断・未治療が広範

囲の感染伝播を助長し，女性の妊孕性低下や新生児への
感染リスクが指摘される。米国では，24 歳以下の性活
動期女性を対象とした定期的なスクリーニングが推奨さ
れている。STIは共感染が多く，一つの STIを見つけ
た場合，他の STIも併せてスクリーニングする必要が
ある。
　STIの予防は，集団および個人の両面からの取り組み
が不可欠である。集団予防においては，性教育やスクリー
ニング検査の普及に加え，パートナーへの対応が課題と
して挙げられる。学校において性教育が行われているも
のの，継続的な STIの啓発が必要である。しかしながら，
STIの啓発を含むアプリの多くが教育分野に含まれるこ
とから，若年者に効果的に届いていない可能性がある。
また，出会い系アプリなどの SNSと STIの関連性が指
摘される中，SNSを活用した働きかけは，行動変容を
促す効率的な STIの予防手段として期待されるところ
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図 1　Timeline of developed and recommended antimicrobials 
paired with the emergence of resistances in Neisseria 
gonorrhoeae during the last century.

西日泌尿．87：154-155，2025

受付日：2025 年 1 月 22 日
受理日：2025 年 2 月 14 日



155淋菌・クラミジア感染症の治療と予防

である。実際に，海外においては SNSを活用した匿名
通知ツールが普及しており，感染者がパートナーに感染
の事実を伝達しやすくする社会的仕組みが構築されてお
り，STIの蔓延防止に寄与する可能性がある。
　個人予防の観点としては，第一にコンドームの適切な
使用が基本である。不特定多数のパートナーを持たない
ことも重要であり，加えてワクチン接種も効果的な予防
策となり得る。しかしながら，淋菌感染症では，血清型
Bをカバーする髄膜炎菌ワクチンの予防効果が示されて
いるが 5)，我が国では未承認の状況である。また，クラ
ミジア感染症のワクチンは未だ実用化には至っていない。
近年，複数のランダム化試験で淋菌・クラミジア感染症
に対するドキシサイクリンの曝露後予防効果が示されて
いるが，長期使用による耐性化や常在細菌叢への影響が
懸念され，我が国では推奨されていない。
　いずれにしても，POCTやワクチンが普及するまでは，
耐性菌の動向を注視しつつ適切な抗菌薬の選択が重要で
ある。STIの診療においては，患者が安心して相談でき
る雰囲気の醸成に努めるとともに，特に若年者に対して
は safer sexに関する情報提供を徹底することが肝要で
ある。具体的には，コンドームの適切な使用，不特定多
数のパートナーを避けること，パートナーを含めた STI
の定期検査の推奨が挙げられる。また，SNSを活用し
た STIの啓発活動が社会的に広がりを見せ，その重要
性が社会全体に醸成されることが望まれる。
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Abstract
　Despite established diagnostic and treatment methods, gonorrhea and chlamydia infections remain 
uncontrolled. Key challenges include antimicrobial resistance, the importance of screening, and STI pre-
vention. Education and awareness programs targeting young people are essential strategies to improve 
treatment outcomes and prevent further spread.  　(Nishinihon J. Urol. 87 : 154-155, 2025)

key words : gonorrhea and chlamydia infections, antimicrobial resistance, clinical strategies, prevention

 


